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͸͡Ίʹ
ɹ311東ిݪ発事݅J͸広ൣでਂࠁなඃ֐を΋たらしたͩけ
でなく、ͦΕまでଘࡏしながらΘΕΘΕが見ա͝し͖ͯた
ݪ発と͍うଘࡏͦの΋の、͞らにݪ発を成立ͤ͞ར༻しͯ
͖たࣾ会に組みࠐまΕたߏ଄的๫力をന日の下に͞らけग़
したɻ本ߘで͸、なかで΋日本ࣾ会、地域ࣾ会、ݪ発事݅
のඃ֐者を෼அし、コϛュχέーシϣンを๫力にม͑たߏ
଄を、開発主義JJから୤٫するฏ和学のࢹ点からߟ࡯するɻ
ɹݪ子力によるి力͸ͦΕを大ྔফඅするट都ݍと͸ԕく
཭Εた෱島県΍新ׁ県で生࢈͞Ε͍ͯるɻԕڑ཭ૹిの非
ޮ཰性͸प஌のことで͋りながら、ͦのような立地がߦΘ
Ε、݁果としͯ都会の人間の෺࣭的に豊かな生׆΍ܦࡁ成
長とҾ͖׵͑に、ݪ発प辺のॅ民のॅΉ場所΍生業のよう
なサブシステンス（生ଘ基盤）をୣうෆ৚ཧな（自෼たち
に責任のな͍）ۤ௧を༩͑たɻこΕ͸、高度ܦࡁ成長のた
Ίにਙ大なඃ֐をԡしつけらΕたਫມと同͡࢈業公֐事
݅、つまり、開発主義の๫力で͋るɻ
ɹ事݅直後͸、人ͼとの間で立地地域のආ೉者（ඃ֐者）
΁のڞײとと΋に、୤ݪ発の੠΋高まり、඿Ԭݪ発をൽ੾
りにશ国のݪ発が࣍ʑとఀࢭするにࢸͬたɻしかし、ආ೉
ظ間が長ҾくにつΕ、東日本にॅΉॅ民、また日本ॅ民す
΂ͯにかかΘる問題で͋ると͍うة機ײ΍ڞײがബΕ、΋
うऴͬたことで͋るかのようなงғؾの中、一部のݪ発͸
࠶Քಇ͞Ε͖ͯたɻ
ɹݪ発をΊぐるコϛュχέーシϣンのなかで΋、同͡ඃ֐
者同࢜のコϛュχέーシϣンにお͍ͯ、์ࣹ能が҆શかة
ݥか、ආ೉するかしな͍か、と͍うೋ߲対立がܹԽし、コ
ϛュχέーシϣンにより෼அが生͡、コϛュχέーシϣン
が๫力となͬͯしま͍ͬͯるɻ
ɹ2012年⚔月からのආ೉区域の「ؼؐࠔ೉区域」「ډॅ੍
ݶ区域」「ආ೉ࢦࣔղআ準備区域」の⚓区෼࠶編のઢҾ͖
が͞らなる෼அを࡞りग़したɻඃ֐者が「ආ೉を続ける」
のか、「Ҡॅする」のか、「ؼؐ」するのかのۤौのબ୒を
ഭらΕ、ආ೉区域に͞Εなかͬた地域にॅみ続けた人ͼと
΍自主ආ೉者なͲの間に、ݪ発΍์ࣹ能に関するコϛュχ
έーシϣンの๫力と෼அをҾ͖ىこし͍ͯるɻ一ํ、֤地
でආ೉ࢦࣔがॱ࣍ղআ͞Εるのに合Θͤͯ、自主ආ೉者΁
のॅ୐支援が2017年̏月຤に͸ଧち੾らΕ、ආ೉地に࢒る
こと͸「自ݾ責任」と͞ΕたɻͦのたΊ多くのආ೉者が生
׆ࠔځঢ়ଶに௥͍΍らΕ、またҙࢤに൓しͯؼؐͤ͟るを
ಘな͍人ͼと΋ग़͍ͯるɻ
ɹͦの中で、ؼؐࠔ೉区域をআ͍たچආ೉ࢦࣔղআ準備区
域（2017年⚔月までに΄ぼආ೉ࢦࣔղআ）΍ډॅ੍ݶ区域
で͸リスクコϛュχέーシϣン׆ಈがߦΘΕ͖ͯたɻ学校
での์ࣹઢ教育に代表͞Εる「์ࣹઢをਖ਼しくڪΕる」コ
ϛュχέーシϣンで͋るɻَ಄ल一（2013）が、ඃ֐者を
「ෆ信と対立の下にؕΕ、์ࣹઢඃമのచݮԽͲこΖか、
਎ମ的に΋ਫ਼ਆ的に大͖なリスクを๊͑͟るをಘな͍ঢ়ଶ
に௥͍ࠐΜͩ」と͍うリスクコϛュχέーシϣンが広くߦ
ΘΕ͖ͯたの͸なͥなのかɻ人ͼとが஌りた͍৘報をӅณ
しながら、҆ શݴઆを広Ί͍ͯる専໳家の໾ׂに஫目しͯ、
ݪ発΍์ࣹ能をΊぐるコϛュχέーシϣンの๫力とͦのա
程に஫目するɻ
̍ɽݪൃͱϦεΫίϛϡχέʔγϣϯ
̍ʵ̍ɹϦεΫίϛϡχέʔγϣϯͱ͸
ɹͦ΋ͦ΋専໳家が「リスクをఆྔ的に評価したデータを
東京ిྗ෱島ୈ一ݪൃࣄނのඃࡂ地、ඃ֐ऀをத৺にݪൃ、์ ࣹ能、ඃമ、ආ೉、ิ ঈ、ؼؐなͲをΊ͙ͬて෼அが޿がͬ
ている。ൃੜޙ̓年をܦてଟ͘の地Ҭでආ೉ࢦࣔがղআ、ؼؐがਐΊられるなか෼அはΉしろਂまΓ、ਓͼとは์ࣹ能に
ついてޱをด͟すようになͬた。ਫມපࣄ݅とಉ༷のڊେ࢈ۀެ֐ʮ東ిݪൃࣄ݅ʯのなかで๫ྗとԽしたコϛϡχέʔ
γϣϯঢ়گを、։ൃओٛから୤٫する環境ฏ࿨学のࢹ఺からચい௚す。
ฏҪɹ࿕
ݪൃとίϛϡχέʔγϣϯ
ᴷ౦ిݪൃࣄ݅ΛΊ͙ͬてᴷ
൧ؘଜの写真ʢʮআછʯ͞ ΕͨాのྡʹੵΈ্͛ΒΕͨϑϨίϯόοάのࢁʣ
ᾜ2011年３月にىこった原発災害は、いまだશ容・原Ҽが
ղ໌されていないが、୯なる事故ではなく、ا業や行政
のෆ作ҝ・ແ੹೚、҆શ෩આのྲྀ෍など、࢈業ެ害事݅
と同༷の開発ओٛと結びついたߏ଄的原Ҽを࣋つ。その
ため、ච者は「原発事故」ではなく、「原発事݅」とݺ
শする。
ᾝܦࡁ開発こそが࠷もॏ要でかつୡ成Մ能な政ࡦ໨ඪであ
るとする「開発ύラμイϜ」をલ提とし、開発をॾ政ࡦ
の࠷༏ઌ໨ඪにかかげてࠃՈ的動һをはかるイσΦロギ
ー。開発࠷༏ઌというҙຯあいから、開発ࢸ上ओٛとも
よばれる。（ԣࢁ,2002）
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ࣔしͯ、ͦ のҙຯを市民に教͑ること」（土԰ʦ2011 Q169ʧ）
としͯถ国で࢝まͬたリスクコϛュχέーシϣン（Ҏ下、
Ҿ༻部෼Ҏ外で͸リスコϛ）͸、ݪ子力発ి所ݐ設に൓対
するॅ民に対しͯ、ݪ発のリスクと自ಈं事ނ΍٤Ԏのリ
スクをൺֱしͯみͤるようなઆಘ΍教育のリスコϛで͋ͬ
たɻ
ɹしかし、続発した࢈業公֐事݅、スリーϚイル島΍チェ
ルϊブイリ等のݪ発事ނ͸、ߦ政、ا業、Կより専໳家の
信༻をࣦ௢ͤ͞、ถ国学術研究会議（NBUJPOBM 3FsFBSDI 
CPVODJM N3C）͸1989年、リスコϛを「ݸ人、機関、集団
間での৘報΍ҙ見の΍りとりの相互࡞༻的ա程」（N3C 
1989）と࠶ఆ義したɻॅ民΋当事者としͯリスクを஌り、
൑அし、ܾఆするݖརが͋ると͍うߟ͑に基づく΋ので͋
り、この新し͍リスコϛのߟ͑ํ͸「ڞߟ」（木下1977）
としͯ日本に঺介͞Εたɻしかし、৘報をఏڙする、リス
コϛを࣮ࢪするଆが「ڞߟ」をཧղすること͸なく、この
ようなリスコϛ͸日本でߦΘΕͯこなかͬたɻ
̍ʵ̎ɹඃࡂ஍ʹ͓͚Δ์ࣹઢϦείϛ
ɹݪ発事݅直後2011年⚓月19日に෱島県์ࣹઢリスク؅ཧ
アドバイザーにब任した山下ढ़一͸、⚓月21日、෱島市で
の講演会で「์ࣹઢのӨڹ͸、࣮͸χコχコসͬͯる人に
͸དྷまͤΜɻクϤクϤしͯる人にདྷます」とड़΂たことで
஌らΕるが、ͦの後΋県಺֤地をパターナリズムΉ͖ग़し
のଶ度で「৺഑͍りまͤΜ」と講演しͯ回ͬたɻこΕが東
ిݪ発事݅ඃ֐者に対する࣮࣭的なリスコϛの࢝まりͩͬ
たが、この࣌点からطに「ڞߟのリスコϛ」で͸なく「આ
ಘと教育のリスコϛ」ͩͬたと͍͑るɻ
ɹ環境省͸2012年度から、「์ࣹઢෆ҆に対するリスクコ
ϛュχέーシϣン」を࣮ࢪするたΊ「ݪ子力ࡂ֐Өڹௐࠪ
等事業（์ࣹઢによる݈߁ෆ҆のܰݮ等にࢿする人ࡐ育成
事業ٴͼॅ民ࢀՃܕプログラムの開発）」を開࢝したɻ
ɹશଜආ೉が続͍͍ͯた൧ؘଜで΋、2012年⚘月にリスク
コϛュχέーターཆ成講座を開催、11月28日、দ川第一Ծ
設ॅ୐集会所で、中川ܙ一東大।教授を講師に「์ࣹઢと
ଜ民の生׆」と題した݈߁リスクコϛュχέーシϣン講演
会が開催͞Εたɻฒߦしͯ、ࣸਅの『น新聞』がリスクコ
ϛュχέーシϣン推進委員会によͬͯ発ߦ͞Ε、ආ೉中の
൧ؘଜ民に഑෍͞Εたɻここで΋中川ҩ師の発ݴをཪଧち
するように「100ϛリシーϕルトまで͸҆શです」（『น新聞』
第一号）「（์ࣹઢの）֐が͋るとしたら、がΜのةݥがΘ
ͣかに高まることͩけです！」（同、第ࡾ号）「（಺部ඃ͹
くと外部ඃ͹く）同͡਺஋なら、݈߁Өڹ͸͍ͣΕ΋同͡
です」（同、第五号）「（์ࣹઢのةݥ͸）࣮ޮઢྔ100ϛリ
シーϕルトで、٤Ԏ΍野ࡊෆ଍くら͍です」（同、第࿡号）
のような一ํ的なݴઆがྲྀ෍͞Εたɻしかし、こΕらのリ
スコϛ͸ؼؐଅ進の「スリコϛ」ͩと͍うଜ民の൷൑΋͋
り、推進するଜ長とଜ民の間のᴥᴪが֦大したɻ
̍ʵ̏ɹ์ࣹઢϦείϛ΁ͷ൷൑͔Β
ɹઌड़のように、ถ国N3C（NBUJPOBM 3FsFBSDI CPVODJM）
によͬͯリスコϛの࠶ఆ義がߦΘΕたに΋かかΘらͣ、日
本の์ࣹઢの݈߁ྖ域で͸1990年代Ҏ߱΋「આಘ」と「教
育」のリスコϛが中৺で͋り、ݪ発事݅後΋「『҆શ』ଆ
に大͖くภͬた形でのͦのछの『リスコϛ』が大͖く席ר
することになͬた」（َ಄ 2013）ɻつまり、一般の人ͼと
͸ਖ਼し͍科学的஌ࣝがܽけ͍ͯると͍うܾΊつけから、教
育でෆ҆をऔりআくとするリスコϛが「์ࣹઢ教育」の名
の下にߦΘΕ͍ͯるɻしかし、ආ೉リスクのํがඃമリス
クより大͖͍とॅ民を「ܒ໤」しͯ΋、ͦのෆ҆͸ݮらな
͍し、ましͯ์ࣹઢඃമをݮらすこと͸で͖な͍ɻ
ɹリスコϛにおけるパターナリズム、リスク൑அにおける
多ݩ性のແࢹ（݈߁リスクҎ外のリスクのແࢹ）と͍う̎
つの中৺的問題が์置͞Ε、ਖ਼し͍（と専໳家がࢥ͍ͬͯ
る）科学的஌ࣝの一ํ的なスリコϛ、ચ೴がߦΘΕたたΊ
に、ٯに人ͼとのෆ信ײ͸増し、डけೖΕる人ͼととडけ
ೖΕな͍人ͼととを෼அしたɻ
̍ʵ̐ɹʮॅຽࢀՃܕʯϓϩάϥϜ͸
ɹ日本N6S（2013 QQ5561）͸、チェルϊブイリݪ発事
ނ後にߦΘΕたऔり組み（E5HOSプロジェクト）等をௐ
ࠪし、環境省の主ಋする「ॅ民ࢀՃܕプログラム」のࢀߟ
となる点をநग़したとड़΂͍ͯるɻ2012年12月13日に͸、
E5HOSプロジェクトに関Θͬた専໳家、ジャック・ロシ
ャール*C3P委員からのώアリングがߦΘΕたɻ主࠻者で
リスコϛを総ׅし͍ͯるの͸、かつͯ環境省のਫມප対策
の責任者としͯ、大ࡕでのਫມපೝఆૌুでҩ師のূ人に
対しͯݪ告をਫມපとೝΊな͍ようѹ力をかけたۅ生߁生
ࢀ事׭で͋るɻ
ɹۭ間ઢྔ年間̍ϛリシーϕルトҎ下と͍うআછ基準達成
がࠔ೉となり、年間20ϛリシーϕルトの地にؼؐしͯ一般
人が生׆すると͍う、国ʹ環境省自਎の基準に΋、์ࣹઢ
൧ؘଜຽʹ഑෍͞Εͨʰน৽ฉʱୈ̏߸ʢ೥݄೔ʣ
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؅ཧ区域をఆΊた法ྩに΋൓するダブルスタンダードをڧ
ߦすることとなͬたɻ͞らにઢྔ؅ཧ͸ݸ人がガラスバッ
ジによͬͯߦうこととする環境省ํ਑のたΊに、「ॅ民ࢀ
Ճ」の名の下に์ࣹઢ๷ޢを「自ݾ責任」とすることがඞ
ཁとなͬたɻ
ɹͦのなかでॅ民自主をᨳͬͯ登場した「෱島のエートス」
͸、ロシャールと΋政෎と΋関܎な͍とশしͯ׆ಈをߦͬ
͍ͯるɻしかしͦΕを௨しͯ、ॅ民自਎によͬͯॅ民を์
ࣹ能Ԛછ地域にറりつけるઌ๝の໾ׂを担͍ͬͯるとの൷
൑をडけ、地域ॅ民のなかに͞らなる対立・෼அを生͡͞
͍ͤͯるɻ
ɹこΕらリスコϛによͬͯ生͡たඃ֐ॅ民の෼அ͸、ߏ଄
的๫力としͯのݪ発事݅によͬͯ生みग़͞Εたコϛュχέ
ーシϣンの๫力で͋り、์ࣹઢඃമの௿ݮにٯߦする΋の
で΋͋るɻ
̎ɽඃ֐ऀ͕௚໘͢Δίϛϡχέʔγϣϯ
෼அ
̎ʵ̍ɹආ೉ऀ಺෦ͷ෼அ
ɹආ೉ࢦࣔղআによͬͯආ೉者としͯカウント͞Εなくな
ͬたが、ݱࡏ΋෱島県಺外に࣮࣭⚘ສ人程がආ೉を続けͯ
͍るɻ①ઌड़の区域࠶編によͬͯ生͡たഛঈ֨ࠩ、ᶄॅ୐
支援ऴྃによるؼؐٸഭのなかでのઢྔ௿ݮの地域֨ࠩ、
ᶅආ೉者の年ྸ、ࣾ会ܦࡁ৚݅のҧ͍、等によͬͯආ೉者
をؚΉඃ֐者が෼அ͞Ε͍ͯるɻ
ɹしか΋、ආ೉を続けること自ମが෩評ඃ֐を生み、෮興
の๦͛となると非೉͞Εることから、ආ೉者にݶらͣඃࡂ
地に留まͬたඃ֐者の中で΋「自੍とด࠹」（আ本ʦ2015 
Q10ʧ）のঢ়گが生͍ͯ͡るɻ
̎ʵ̎ɹ෼அͷ࣮ࡍ
ɹඃ֐者に͸「『͍のちか生׆か』と͍うۃ端なબ୒」が
ഭらΕ͍ͯると͍うҙࣝが͋ると͍うɻඃࡂ地のॅ民の中
に͸、自らをඃ֐者とೝΊたくな͍人΋͍ͯ、͞らなる์
ࣹ能΁のҙࣝの֨ࠩを生Μで͍るɻҙࣝの֨ࠩ͸਌଒಺、
෉්間で͸よりਂࠁで、཭ ・ࠗ家ఉ่յのྫ΋গなくな͍ɻ
ɹ฼子ආ೉を続ける͋る主්͸「΋う自෼自਎が෩評にな
ͬͯしまͬたようにײ͡る」とݴうɻݪ発ඃࡂ地で͸์ࣹ
能につ͍ͯのコϛュχέーシϣンがด͟͞Ε͍ͯるɻ
̎ʵ̏ɹඃ֐ऀӡಈ಺Ͱͷ෼அ
ɹ෼அ͸、ඃ֐者運ಈの中に΋ଘࡏするɻ୤ඃമ、ආ೉の
ݖརなͲආ೉者のࢹ点をڧௐする人ͼとの一ํで、଺ࡏ者
（࢒ͬた人）のࢹ点をڧௐする人ͼと͸୤ݪ発を中৺に主
ுするɻ
ɹ「生業ૌু」第14回ޱ಄ห࿦で中谷಺ݪ告ଆূ人͸、ඃ
֐が回෮͞Εな͍ݱঢ়の長ظԽの中で、ҙࣝの中の์ࣹ能
のଘࡏが、ආ೉者の中で͸大͖くなり、଺ࡏ者で͸小͞く
なり、์置するとͦのズレ、ᴥᴪがͲΜͲΜ大͖くなると
ࢦఠしたɻこの「์ࣹ能の৺ཧ的࡞༻」΋、ঢ়گのෆ҆ఆ
なままでの長ظԽにىҼするコϛュχέーシϣンの๫力と
͍͑ようɻ
̏ɽݪൃΛΊ͙Δίϛϡχέʔγϣϯͱ։
ൃओٛ
ɹݪ発をΊぐるコϛュχέーシϣンの๫力͸、開発主義の
๫力で͋るɻここで͸、୤開発主義の環境ฏ和学に基づく
୤開発コϛュχέーシϣンのࢹ点からߟ࡯するɻ
̏ʵ̍ɹ։ൃίϛϡχέʔγϣϯͱ୤։ൃίϛϡχέʔγϣϯ
ɹ࣍のਤにࣔすように、一般的にコϛュχέーシϣンとཧ
ղ͞Εるྖ域に、ೋつの相൓するํ޲性を持ͬたϕクトル
が同࣌にଘࡏすることがϋーバーϚス΍フレイレなͲの࿦
者によͬͯ議࿦͞Ε͖ͯたɻච者͸J*C"΍NGOによる国
際協力事業にै事し、第ࡾੈքでの͞ま͟まな開発援ॿプ
ロジェクトで、*EC（教育・ීٴ・広報）専໳家としͯ開
発をଅ進するコϛュχέーシϣン׆ಈを࣮ࢪし͖ͯたɻͦ
の෼ੳから、コϛュχέーシϣンの中に開発主義の๫力を
増΍すϕクトル（ʹ開発コϛュχέーシϣン）がଘࡏする
一ํで、ͦΕと͸ٯํ޲の、ϋーバーϚスの͍うྃղࢤ޲
的なコϛュχέーシϣン的ߦҝ、フレイレの͍うਫฏの఻
͑合͍で͋るコムχカシオンにॏなるϕクトル（ʹ୤開発
コϛュχέーシϣン）がଘࡏすることを発見し、ͦΕらを
ఆ義した（ฏ井ʦ2005 P134138）ɻ
ɹਫມප同༷のڊ大࢈業公֐事݅で͋り開発主義の๫力と
しͯの東ిݪ発事݅をΊぐるコϛュχέーシϣンを、୤開
発コϛュχέーシϣン֓念を࢖ͬͯߟ࡯するɻ
̏ʵ̎ɹࣗྗߋੜͱ୤։ൃίϛϡχέʔγϣϯ
ɹݪ発事݅のඃ֐地域でߦΘΕ͍ͯる์ࣹઢ教育と͸、専
໳家によるਨ直ํ޲で、「҆શ」と͍う݁࿦をॅ民にड༰
ͤ͞るたΊのリスコϛで͋り、ま͞に開発コϛュχέーシ
ϣンで͋るɻ͞らにઆಘと教育のリスコϛͩけで͸଍らͣ
に「෱島のエートス」のようなॅ民ࢀՃによるॅ民の෼அ
と͍う、๫力を増΍すコϛュχέーシϣン΋ଘࡏするɻ
ɹਫມපඃ֐者互ॿ会のࠤ藤ӳथ会長͸、ਫມと෱島が「ѱ
͍ܦݧ」「ѱ͍教܇」でつな͛らΕようとし͍ͯるとݒ念
するɻਫມで͸この൒ੈل༨の間に、͞ま͟まな੍度が同
͡ඃ֐者を੾り෼け、͞ま͟まなݴઆが෼அを࡞りग़しͯ
͖たɻਫມපඃ֐者とݪ発事݅ඃ֐者の中で、と΋に෼அ、
対立、௜໧がىこ͍ͬͯるの͸なͥかɻ開発コϛュχέー
シϣンによͬͯ開発主義がඃ֐者に಺໘Խ͞Ε、ނڷ΍生
業の૕ࣦのようにෆ可ٯなサブシステンスのണୣを回෮ͤ
よと͍うਖ਼当なཁٻがカネで໧ら͞Ε、࢓ํがな͍ことと
ࢥΘͤらΕ͍ͯるからで͸な͍のかɻ
ɹこΕらの๫力を増΍す開発コϛュχέーシϣンを୤開発
コϛュχέーシϣンにస׵するたΊに͸、ඃ֐者による๫
力ࠀ෰の自力ߋ生がඞཁͩɻしかし、開発主義の๫力を生
みग़すߏ଄͸ݸʑのඃ֐者とൺ΂ͯۃΊͯڧ大なので、ඃ
֐者ͩけでなく立場のҟなる市民との連ଳがඞཁで͋るɻ
ɹਫມ市立ਫມපࢿྉ館ޠり部の会のॹํਖ਼࣮会長͸「ਫ
ມの最大のࣦഊ͸ॅ民同࢜がইつけ͋ͬたことで、ͦΕを
܁りฦしͯ͸ならな͍ことを෱島の人たちに఻͑た͍」と
ޠり、෱島をし͹し͹๚Εͯݪ発事݅ඃ֐者とのަྲྀを続
け͍ͯるɻこのような連ଳのコϛュχέーシϣン΍自力ߋ
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生の主ମを形成するコϛュχέーシϣンが、開発主義の๫
力をॖݮする୤開発コϛュχέーシϣンとなるので͋るɻ
͓ΘΓʹ
ɹ์ࣹઢリスクと͍うが、ͦのリスク／ةݥをड༰ͤ͞ら
Εる΋のと、リスク／ةݥによͬͯಘらΕるར益をಘる΋
の͸ҟなり、͞らに૒ํのݖ力΍ܦࡁ力͸ѹ౗的に非対শ
で͋るɻ
ɹしたがͬͯ、ݪ発を८るコϛュχέーシϣンの๫力をॖ
ݮするたΊに͸、まͣඃ֐者自਎がඃ֐者で͋ることをҙ
ࣝԽし、๫力に立ち޲かう自力ߋ生の主ମを形成すること
がඞཁで͋るɻ事݅後⚗年をܦͯ、෱島ݪ発告ૌ団なͲを
͸͡Ίとする「ͻͩΜΕΜ」「ݪ発ૌুશ国連」なͲの׆ಈ、
൧ؘଜの長谷川݈一͞Μらの映画੍࡞΍、͍͍たͯネット
ワークの「ಧけ！ආ೉者の੠プロジェクト」なͲ、ඃ֐者
自਎によるコϛュχέーシϣン発信がますます੝Μになͬ
͍ͯるɻ一ํで、同͡開発主義の๫力ඃ֐者で͋るਫມප
ױ者、ඃ֐者との連ଳのコϛュχέーシϣン΋続͍͍ͯるɻ
ɹこのような୤開発コϛュχέーシϣンが、ߦ政にىҼす
るਫມපの「ѱ͍ܦݧ」「ѱ͍教܇」で΋͋る東ిݪ発事
݅のコϛュχέーシϣンの๫力をࠀ෰する営ҝとなるɻ͞
らに͸、ݪ発事݅の責任を問うܐ事ࡋ൑、ഛঈをٻΊる民
事ࡋ൑、"D3をಆう「ྑ͍ܦݧ」「ྑ͍教܇」となるので
͋るɻ
ɹ事݅⚑年後Ґから「෩評ඃ֐」と͍うݴ༿が聞かΕるよ
うになり、2015年に͸෱島県に෩評・෩Խ対策監が置かΕ
たɻ第⚒ষで「ආ೉を続けることが෩評を生Ή」と͞Εる
コϛュχέーシϣンの๫力をड़΂たが、ݱࡏ΋ඃ֐地域で
์ࣹ能につ͍ͯ発ݴすること自ମが「෩評」「෮興の๦͛」
とݴΘΕͯ෧ࡴ͞Εる๫力が続͍͍ͯるɻ今後͸コϛュχ
έーシϣンを「෩評」とݺΜで࿪Ίഁյするߏ଄を͞らに
明らかにし͍͖ͯた͍ɻ
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